№親コミ　～ほめて“楽”に子育て～　展開案　　　8月16日（木）
【対象（時間）】乳幼児とその保護者（　６０分程度）　作成者　　行政智　　
【ねらい】　　どのタイミングでほめたらいいか，話す中でヒントを得る　　　　　　
【準備物】学習者：　筆記用具　　　　　　　　　　　　　
　　　　　主催者：　鉛筆　用紙　付箋　マジック　うちわの材料　カメラ　　
	時間
	プログラムの展開
	留　意　点
	備　考

	
	１　主旨説明
２　３つの約束・・・口頭で
３　アイスブレイクで

自己紹介・・・自分と子ども

＊周りの人から言われて

嬉しかったこと
４　マンガを読んで
　　参考資料1の説明

　　グループで話し合う

５　３と４の吹き出しにどんな

言葉がけをするか付箋紙に

記入
６　コミュニケーションサイクルを考える
７　学習を振り返る
８　ミニ工作

　　表面に子どもの写真と名前

夏の風物
裏面に保護者(お母さん)へ

の応援メッセージ
	・写真の了解
〇言葉の力に気づく

　同じようなことでも言葉がけ

　言い方が違うと受け止め方も違う

〇家庭での自分の様子を振り返る
〇ほめことば・・・子供が主役
〇子どもが迷子になった時をテーマに意見を出し合う
　ファシリテーターが池を書き出す

〇ほめ方練習（ロールプレイ）をしてみる
〇子どもが100％できていなくても，10％でも20％でもできたところでほめる　比較しない
　（子どもに寄り添う）事も大切

〇保護者をしっかりほめる

　保護者こそ100％完璧でなくてもそばにいるだけで十分

　ねぎらう！心を和らげる場に
	カメラ
付箋紙

ポスター

マジック

うちわ

折紙

カメラ

筆＆墨
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